
12 月 4日、コロナ禍ではありますが、時間も短縮してしっかりソーシャルディスタンスを確保しながら、

阿須那地区と口羽地区から５名程度のワーキングチームと事務局と合わせて、15名が口羽公民館に集結

して、両地区合同で「笑顔あふれる・はすみの村づくり」について意見交換会を開催しました。

島 根 県「小 さ な 拠 点 づ く り」モ デ ル 推 進 事 業　羽 須 美 地 区

笑顔あふれる・はすみ村づくり 瓦版●

ー第１回　意見交換会（住民ワークショップ）のご報告ー

2021-01-15
発行：はすみ村づくりワーキング会議
事 務 局 ： N P O は す み 振 興 会

支所羽須美振興推進室
TEL　0855･87･0221
FAX　 0855･87･0552

★ NPOはすみ振興会：SNS
はすみと縁ある仲間が繋る…
「フェイスブック」の

運営をはじめました !

町外・県外へ出ておられるお子様、ご兄弟、
親戚、友人、知人にもご紹介お願いします。

お知らせコーナー

里山に住む水と森の妖精。
「はすみん」です。（＊非公認）　　　　　　　

＜＜＜＜ NPOはすみ振興会：８８-００２２ ＞＞＞＞
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３０代～６０代まで、両地区とも幅広い年齢層から参加がありました。
これまで意見交換会してきた内容から、「取組の方向性」や「具体的なアイデア」をで整理した、事務
局案をたたき台に、今後五年間の取り組みについて意見交換しました。

（注：事務局は、NPO はすみ振興会に加え、役場支所羽須美振興推進室、西武県民センター、中山間地域研究センター、
NPO ひろしまね、（株）エブリプランなど、専門家を含めたメンバーで組織しています）
より具体的に「どんな取り組みを進めていくか」、「誰がそれを担うのか」、「５年後の目標」や「取組の
推進体制」など、今後の方向性について協議しました。

出身者や中学校の卒業生、関係人口をターゲットに、インターネットやスマー
トホン（スマホ）を使ったつながりを作る取組をしてきました。
皆さんのご協力もあり…NPO はすみ振興会の情報発信に対して、
フェイスブック：登録者数：75人（ひと月の延べ閲覧者：1,000人）
インスタグラム（写真特化型情報配信）登録者：220人
ツイッター（情報掲示板）登録者：84人（延べ閲覧者：200～1,６00人）
次は、田舎で暮らしてるけど、インターネットもスマホも使い方よーわから
んのよ！という皆さんとの勉強会・使い方講習会も企画していきます。
離れていても、繋がっている羽須美村の仲間と地区ぐるみで繋がりましょう！

けっこう繋がっとる
じゃん！



　　　これまで話し合ってきた成果を整理しながら、まず
は、事務局からのご提案として、
　①集いの場づくりや拠点の機能、立地条件について
　②より具体的に「誰が（グループが）」、「何を」進めるか
阿須那事務所（町の医師住宅）と、口羽の事務所（よぼしば）
に掲示しています。
お立ち寄りされる開会があれば、ぜひ、会議に参加できて
いない皆さんの意見もお聞きしたいです。

１月上旬より、羽須美の暮らしの現状と今回の取組みの内
容についてのアンケート調査を羽須美地区の全住民を対象
に行います（中学生以上）。是非ともご意見お聞かせ下さい！
みんなの気持ちを大切に、住民一人ひとりに寄り添った「笑
顔あふれる・はすみの村づくり」に取り組見ます。
取り組みの計画案については、アンケート調査用紙の中に
もより具体的な内容を示しておりますので、ご確認下さい！
　一人では難しい事もみんでな協力して、
　　　　　　　　　　　　少しつづ前に進みましょう！

島根県中山間地域研究センター　
地域研究科長　有田さんより
アドバイスも頂きました。
●事務局案は、これまでやってきたワー
クショップでだされた意見をしっかり
整理されおり、わかりやすい内容です。

●この案をたたき台に、「これらの取組
は１つにまとめる」とか「２つの取組
に分ける」とか、皆で意見を出し合い、
「今後五ヶ年かけた取り組み」になれ
ば良いと思います。

●また、今一度、「誰がやるのか」とか、
「成果目標がこれでよいのか」等を皆
など確認することが大切です。

●具体的に実施するイメージをもって、
再度、確認して計画（案）をまとめる、
その過程が大事です。
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生活の維持
●デマンド交通の充実化

●買い物場所の充実化

高齢者の支援
生きがいづくり

●お助け隊・支えあい

　活動の充実化

●元気な高齢者の

　終の住処づくり

●抜本的な鳥獣害対策

次世代の担い手
人材の確保

地域資源の維持

各取り組みの
「種」として活用

地域の課題
困りごと・不安 課題解決に必要なこと ５年かけて取り組む計画をまとめます

取り組みの柱 取り組みの方向性

●関係人口の充実化

●UI ターンの促進

※ターゲットを設定した

情報発信と情報の一元化

●移住者住宅の確保

●子育て環境の充実化

自治機能の再編
●集落や部会等の連合化

●行事と役の整理

暮らしの拠り所
総合的な窓口
集いの場づくり

●集いの場づくり

●総合事務局づくり

●既存施設の活用

・羽須美振興会で検討

・集いの場と合わせて（移動販売も）

・まずはニーズ調査をしよう！

・支えあい会議で検討

・養老共生の仕組みづくり

・交流 Cのリフォーム検討

・30mの緩衝帯で山との境界を作る

　（予算は農事事務一本化で確保）

・移住・関係人口受入れ窓口の一本化

・まずは、①出身者・同窓会

　　　　②その子や孫

　　　　③地域外の応援団登録

・空き家活用助成事業などを町へ提案

・若者の集いで充実化計画を考える

・じっくり時間をかけながら協議

　（はすみ会議へも提案）

・必要な機能を整理して立地を検討

・担い手組織と体制づくり

・交流 Cや公民館、空き家活用検討
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「笑顔あふれる・はすみ村づくり」を目指して！
※これは計画案の概要版です。
詳しい資料は「阿須那事務所」と「口羽よぼしば事
務所」に掲示していますので、見てご意見下さい。
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